






　　　　　　　　　　第68号� 平成28年10月１日（土曜日）　　（ 4 ）　國　の　支　え

関防会の歴史勉強会関防会の歴史勉強会  中島サロンのご案内中島サロンのご案内
日　時　平成28年10月22日（土曜日）
� 午後２時から
講　師　ロバート・エルドリッチ氏（48才）

平成６年、神戸大学大学院博士課程入学（日本政
治外交史）11年終了。
平成21年から在日米軍沖縄海兵隊に所属、元在沖
縄米軍海兵隊外交部次長。

演　題　国防の要所《沖縄》の現状と日本の未来
平成２７年２月、沖縄米軍基地内に侵入した反基
地活動家が逮捕されたが沖縄メディアは「不当逮
捕」として大きく報道したために警備をしていた
人達が誹謗中傷を受けた。エルドリッチ氏は現場
の防犯カメラを公開した。

参加費　２０００円（当日会場で申し受けます）
学　生　１０００円（当日会場で申し受けます）
会　場　PLP会館５Ｆ（大会議室）

大阪市北区天神橋３－９－27　電話06－6351－5860
（地下鉄堺筋線「扇町駅」下車、東南南へ徒歩約５分）

共　催　龍馬プロジェクト全国会☎090－6663－8330　担当　奥村
懇親会　錦城閣（中国料理店）�１７：００から
懇親会費　４０００円（先着60名、当日申し受けます）

第
63
回

日　時　平成28年12月３日（土曜日）
� 午後４時から

講　師　山本和昭氏（弁護士・元検事・77才）
昭和14年鳥取県生、昭和37年京都大学法学部卒、
同年司法試験合格、昭和40年検事任官、平成９年
最高検察庁公判部長を定年まで４年半を残して退
官、平成21年春の叙勲で瑞宝重光章受章。

演　題　田中角栄・ロッキード事件公判を担当して
平成５年12月16日、希代の政治家・田中角栄元総
理歿す。その23回目の命日を目前に公判担当検事

から見た「角栄論」を展開して貰います。

参加費　６０００円（兼忘年会）
会　場　錦城閣（中国料理店）

電話06－6914－2185
（地下鉄谷町線、京阪電車天満橋駅直上（キャッスルホテル３Ｆ））

主　催　関西防衛を支える会���担当・新川�090－8160－0521

第
64
回

日　時　平成29年２月18日（土曜日）
� 午後４時から

講　師　早川喜代司氏（大阪府隊友会々長・61才）
元１等陸佐、昭和45年３月・少年工科学校入校（自

衛隊生徒）第４対戦車ヘリコプター隊長、航空学

校企画室長など歴任平成22年４月退官

演　題　大規模災害に於ける自衛隊の活動と南海トラフ地震への備え
退官後、京都府の防災危機管理官を勤めた早川氏

の豊富な知識を拝聴し、来るべき大地震に備えた

く考えます

参加費　５０００円（含む飲食代）
会　場　錦城閣（中国料理店）

電話06－6914－2185
（地下鉄谷町線、京阪電車天満橋駅直上（キャッスルホテル３Ｆ））

主　催　関西防衛を支える会���担当・一ノ瀬��090－4902－2945

第
65
回

関防会担当　新　川 090-8160-0521
一ノ瀬 090-4902-2945

（
前
頁
か
ら
続
き
）

つ
目
は
「
基
地
の
悲
哀
」
で
す
。
こ
こ
に
米
軍
基
地
を
置
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
悲
哀
で
す
。
し
か
し
、
三
つ
目
の
悲
哀
「
基
地
の

悲
哀
」
は
地
政
学
的
に
こ
の
沖
縄
が
宿
命
と
し
て
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
基
地

を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
、
米
軍
の
海
兵
隊
で
あ

ろ
う
と
日
本
の
自
衛
隊
で
あ
ろ
う
と
、
こ
こ
を
基
地
に
し
な
け
れ

ば
、
日
本
の
主
権
、
有
事
の
際
の
海
上
航
路
の
確
保
は
極
め
て
難

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

沖
縄
の
「
三
つ
の
悲
哀
」
は
悲
哀
と
し
て
、
日
本
国
民
は
最
大

限
の
援
助
協
力
を
惜
し
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
沖
縄
に
基

地
を
担
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
沖
縄
も
含
め
て
日
本
全
体
を
防
衛

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
国
が
守
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い

ま
ま
で
、
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
国
、
韓
国
、
北
朝
鮮
の

動
き
か
ら
す
れ
ば
、
沖
縄
の
基
地
は
、
日
本
と
い
う
国
の
宿
命
と

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

沖
縄
に
基
地
が
必
要
で
な
く
な
る
の
は
、
中
国
の
北
京
政
府
が

瓦
解
し
て
、
民
主
政
権
が
樹
立
さ
れ
る
と
き
で
は
な
い
か
。
そ
の

と
き
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
個
人
的
考

え
で
言
え
ば
、
ま
あ
、
30
年
以
内
に
は
北
京
に
民
主
政
権
が
誕
生

す
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
間
、
何
も
な
い
か
と
い
う
と
、
繰
り
返
し
に
な
り

ま
す
が
、
何
か
を
き
っ
か
け
に
暴
発
、
爆
発
す
る
可
能
性
が
非
常

に
大
き
い
で
す
か
ら
、
決
し
て
予
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い

う
こ
と
。
お
さ
お
さ
そ
の
対
抗
策
は
疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

編
　
集

後
　
記

＊
前
参
議
院
議
員
の
江
口
克
彦

氏
の
憲
法
論
に
誘
発
さ
れ
、
六

法
全
書
を
開
い
て
日
本
国
憲
法

を
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
初
め
て

通
読
し
た
。
氏
の
指
摘
の
通
り

日
本
語
と
し
て
も
不
可
解
な
文

章
で
あ
る
。

��

こ
れ
は
、
元
海
将
補
の
高
橋

孝
途
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に

条
文
間
に
矛
盾
が
あ
り
、
自
衛

隊
は
政
府
方
針
通
り
解
釈
憲
法

で
臨
ま
な
け
れ
ば
部
隊
運
用
が

出
来
な
い
と
の
苦
衷
が
良
く
理

解
出
来
て
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
例

え
話
は
、
ま
さ
に
好
例
で
あ
ろ

う
。

＊
こ
の
憲
法
の
矛
盾
、
つ
ま
り

解
釈
憲
法
を
多
用
し
て
い
る
の

が
い
わ
ゆ
る
護
憲
派
で
あ
ろ

う
。
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
野

党
議
員
な
ど
が
、
憲
法
違
反
な

ど
と
声
高
々
と
叫
ん
で
い
る
姿

が
、
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
安

倍
内
閣
の
今
こ
そ
、
米
国
の
押

し
付
け
憲
法
を
日
本
民
族
に
適

し
た
も
の
に
変
え
る
好
機
で
あ

り
、
こ
の
機
会
を
失
え
ば
、
近

い
将
来
、
我
が
国
は
衰
退
し
て

い
く
で
あ
ろ
う
。

�

（
新
）

第４回  カラオケ大会

中曽千鶴子さん

優勝・高橋勧名さん

鳥取市から参加の國本愛さん

山下弘文実行委員長

熟女と謹厳実直な山本均総務部長（ミキサー）

山内芳江さん

濵野会長

　氏　名　　曲　名� 点数　　

大道　欣孝　異国の丘� 93点　　

小仲　　進　同期の桜� 82点　　

村田　充男　昔の名前で出ています� 85点　　

古澤　　清　歩� 83点　　

高橋　忠義　抱いて� 89点　　

武政　賢一　長い夜� 89点　　

中曽千鶴子　蘇州夜曲� 92点　　

中野　光子　敵は幾万� 88点　　

岸田　忠稔　加藤隼戦闘隊� 88点　　

島　　雅昭　ウルトラマンの歌� 90点　　

八幡　伊昭　夜霧のブルース� 90点　　

國本　　愛　若鷲の歌� 87点　　

山内　芳江　夢飾り� 87点　　

池上　保夫　さようならの彼方へ� 85点　　

濱野　晃吉　暁に祈る� 90点　　

一ノ瀬翔治　愛国の花� 94点　　

　氏　名　　曲　名� 点数　　

高井　臣一　露営の歌� 90点　　

山下　弘文　酒よ� 91点　　

前田　　稔　中ノ島ブルース� 86点　　

長谷川　弘　人生道� 91点　　

奥　　久嗣　勝利の日まで� 87点　　

大畑可奈子　大阪すずめ� 88点　　

吉田伊砂美　魅せられて� 88点　　

喜連川昌子　思いでのセレナーデ� 91点　　

濱野やよい　愛のままで� 84点　　

広瀬　恵理　無法松の一生� 92点　　

塚原　照一　第一高校寮歌� 85点　　

保口　廣幸　涙の酒� 84点　　

高橋　勧名　燃ゆる大空� 95点　　

河本　まみ　オリビアを聞ながら� 92点　　

伊藤　祥子　ひと夏の経験� 88点　　

引地　清美　ないて大阪� 94点　　

中村　忠勝　南部蝉しぐれ� 94点　　

成 績 表
８月28日（日曜日）於・悠遊館

２位

３位

優勝


